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埼
玉
で
品
質
向
上
投
資

埼
玉
で
品
質
向
上
投
資

特殊金属
エクセル

今
期
、熱
処
理
炉
な
ど
更
新

太
陽
光
発
電
設
備
も
導
入

湖北省で大型投資
宝武鋼鉄集団宝武鋼鉄集団

品質・効率
向上など5年内に3000億円

韓 国

日
本
製
ス
テ
ン
レ
ス
厚
板

Ａ
Ｄ
課
税
3
年
延
長

中
国
鉄
鋼
業
の
固
定
資
産
投
資
額
が
急
増
し
て
い
る
。
自
動
車

や
石
油
化
学
な
ど
他
産
業
の
投
資
が
軒
並
み
落
ち
込
む
な
か
、
鉄

鋼
の
1
―
4
月
期
の
投
資
額
は
前
年
同
期
を
3
・
3
％
上
回
り
、

過
去
最
高
を
更
新
す
る
勢
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
後
の

政
府
の
大
型
景
気
対
策
期
待
か
ら
鉄
鋼
企
業
が
設
備
投
資
に
舵
を

切
っ
た
。
全
国
人
民
代
表
大
会
で
大
型
財
政
出
動
が
示
さ
れ
、
鉄

鋼
投
資
に
拍
車
が
か
か
る
と
み
ら
れ
る
。
年
率
10
億
㌧
を
超
え
る

粗
鋼
を
生
む
能
力
が
さ
ら
に
増
え
れ
ば
、「
原
料
高
・
鋼
材
安
」
の

長
期
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

中
国
国
家
統
計
局
発
表

の
「
鉄
鋼
冶
金
・
圧
延
加

工
業
」
の
固
定
資
産
投
資

額
は
1
―
2
月
に
前
年
を

割
っ
た
が
3
月
に
増
え
、

4
月
に
急
増
し
た
（
投
資

額
は
未
公
表
、
増
減
率
の

み
公
表
）。新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
収
束

に
向
か
い
、

需
要
の
増
加

を
見
込
ん
だ

鉄
鋼
企
業
が

投
資
を
再
開

し
た
。

他
産
業
を

見
る
と
、
1

―
4
月
の
合

計
投
資
は
自

動
車
製
造
業

と
化
学
原
料

・
化
学
製
品

製
造
業
が
そ

れ
ぞ
れ
20
％

強
減
少
。
鉄

鉱
山
業
10
％

強
、
非
鉄
製

錬
・
加
工
業

が
10
％
弱
、
航
空
運
輸
業

50
％
強
な
ど
大
半
の
業
種

が
減
ら
す
な
か
、
鉄
鋼
業

が
見
せ
る
特
異
な
動
き
は

5
月
以
降
、
加
速
す
る
公

算
が
大
き
い
。

5
月
22
日
開
幕
の
全
人

代
で
李
克
強
首
相
が
大
型

の
財
政
出
動
を
報
告
し
た

た
め
だ
。
2
0
2
0
年
に

地
方
特
別
債
を
3
兆
7
5

0
0
億
元
（
約
56
兆
7
0

0
0
億
円
）
と
前
年
比
1

兆
6
0
0
0
億
元
増
や

し
、
鉄
道
建
設
だ
け
で
1

0
0
0
億
元
上
積
み
す

る
。
大
規
模
な
住
宅
開
発

も
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

鉄
鋼
投
資
が
増
え
る
同

様
の
現
象
は
19
年
に
も
生

じ
た
。
米
中
貿
易
摩
擦
に

よ
る
景
気
悪
化
の
懸
念
か

ら
政
府
が
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
拡
充
し
た
こ
と
で
鉄
鋼

投
資
は
前
年
比
26
％
増
の

約
6
6
1
5
億
元
と
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
環
境

対
策
や
政
府
の
「
能
力
置

換
政
策
」
を
利
用
し
た
旧

式
設
備
と
新
規
設
備
の
入

れ
替
え
に
投
資
が
集
ま
っ

た
が
、
中
国
鋼
鉄
工
業
協

会
の
幹
部
に
よ
る
と
鉄
鋼

投
資
の
7
割
強
は
生
産
設

備
関
連
と
い
う
。

18
―
19
年
の
2
年
間
に

公
表
さ
れ
た
鉄
鋼
能
力
置

換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
1

1
9
件
で
粗
鋼
能
力
は
合

計
1
億
8
7
0
0
万
㌧
。

一
方
で
既
存
の
能
力
2
億

2
0
0
0
万
㌧
が
削
減
さ

れ
る
が
、
新
規
設
備
は
生

産
性
が
高
く
、
能
力
は
さ

ほ
ど
減
ら
な
い
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
る
。
能
力
置
換

に
よ
る
新
規
設
備
の
導
入

は
後
が
絶
た
ず
、
20
年
は

河
北
省
唐
山
市
だ
け
で
6

0
0
億
元
の
鉄
鋼
投
資
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

粗
鋼
生
産
は
19
年
に
10

億
㌧
弱
と
前
年
か
ら
約
7

0
0
0
万
㌧
増
え
過
去
最

高
。
20
年
は
1
―
5
月
期

に
4
億
1
1
7
5
万
㌧
と

前
年
同
期
比
1
・
9
％
増

加
。
5
月
に
1
日
当
た
り

2
9
8
万
㌧
、
年
率
11
億

㌧
近
く
に
急
増
し
た
。
稼

働
率
8
割
強
と
し
て
能
力

は
約
13
億
㌧
と
な
る
が
、

臨
海
部
な
ど
で
新
製
鉄
所

が
立
ち
上
が
り
、
実
質
的

な
供
給
能
力
は
さ
ら
に
増

え
る
公
算
が
大
き
い
。

一
方
、
生
産
見
合
い
で

需
要
が
増
え
る
か
は
懐
疑

的
だ
。
イ
ン
フ
ラ
投
資
は

増
え
て
も
高
速
鉄
道
や
高

速
道
路
、
地
下
鉄
な
ど
採

算
性
の
高
い
路
線
は
す
で

に
建
設
し
終
え
、
計
画
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
採
算
の
点
か
ら
見
直
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
自

動
車
生
産
は
復
調
し
て
い

る
が
、
ピ
ー
ク
時
の
7
割

程
度
。
公
共
事
業
の
増
加

を
期
待
し
て
建
設
機
械
の

生
産
は
急
増
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
一
巡
す
る
。

「
需
要
が
失
速
し
た
際

に
生
産
の
増
産
基
調
に
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
る
か
ど
う

か
」（
北
京
の
日
本
鉄
鋼
関

係
者
）。全
人
代
が
閉
幕
し

た
先
週
、
鉄
鋼
企
業
は
需

要
増
の
期
待
に
沸
き
、
先

物
市
場
の
鋼
材
価
格
は
急

伸
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
再
流
行
や
米
中
摩
擦
の

激
化
な
ど
不
安
材
料
は
多

い
。
鉄
鋼
企
業
の
生
産
対

応
が
鋼
材
の
需
給
と
価
格

の
鍵
を
握
る
が
、
需
要
の

獲
得
を
競
う
鉄
鋼
企
業
の

指
向
に
変
化
の
兆
し
は
見

え
な
い
。

1
―
4
月
の
鉄
鋼
業
の

利
益
総
額
が
前
年
同
期
か

ら
6
割
減
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
鉄
鋼
投
資
は
高
位

を
保
つ
。リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
時
の
大
型
財
政
出
動

で
鉄
鋼
能
力
が
過
剰
と
な

り
、鋼
材
価
格
が
下
落
し
、

赤
字
が
蔓
延
し
た
わ
ず
か

5
年
前
の
状
態
に
近
づ
こ

う
と
し
て
い
る
。

【
上
海
支
局
】

特
殊
鋼
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
冷
間
圧
延
加
工
等
を
手
掛
け
る
、
特
殊
金
属
エ
ク

セ
ル
（
本
社
＝
東
京
都
豊
島
区
、
谷
口
毅
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
今
期
（
2
0
2

0
年
12
月
期
）、ト
ー
タ
ル
3
億
円
規
模
の
設
備
投
資
を
実
施
す
る
。
国
内
コ
ア

製
造
拠
点
で
あ
る
埼
玉
事
業
所
（
埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
）
で
は
金
属
コ

イ
ル
用
熱
処
理
炉
と
半
田
塗
布
ラ
イ
ン
を
更
新
す
る
こ
と
で
品
質
向
上
を
目
指

す
。
ま
た
事
業
所
の
屋
根
に
加
え
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
太
陽
光
発

電
設
備
も
導
入
す
る
。

同
社
は
17
年
1
月
に
特

殊
金
属
エ
ク
セ
ル
か
ら
ト

ッ
キ
ン
Ｈ
Ｄ
に
社
名
を
変

更
し
、
同
時
に
会
社
分
割

に
よ
っ
て
特
殊
金
属
エ
ク

セ
ル
を
新
設
し
た
。
19
年

12
月
期
決
算
に
関
し
て
、

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
と
海

外
事
業
会
社
4
社
を
含
め

た
連
結
売
上
高
は
88
億
円

と
前
期
比
17
・
8
％
の
減

収
と
な
り
、
前
期
で
過
去

最
高
と
な
っ
て
い
た
経
常

利
益
は
同
32
・
8
％
の
減

益
と
な
っ
た
。

磨
帯
鋼
の
圧
延
加
工
を

行
う
上
海
隆
興
特
鋼
は
生

産
・
販
売
が
好
調
を
維
持

し
、
過
去
最
高
益
を
更
新

し
た
ほ
か
、
香
港
特
金
も

モ
バ
イ
ル
端
末
向
け
電
子

部
品
材
料
が
堅
調
に
推

移
。
台
湾
特
殊
金
属
は
米

中
貿
易
摩
擦
の
影
響
を
受

け
減
益
と
な
っ
た
。一
方
、

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
単
体

の
決
算
は
売
上
高
が
同
17

・
9
％
減
の
55
億
円
で
、

経
常
減
益
と
な
っ
た
。

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
埼

玉
事
業
所
は
製
品
品
質
向

上
や
安
全
対
策
強
化
、
地

球
環
境
保
全
な
ど
を
目
的

と
し
た
設
備
投
資
を
計
画

し
て
い
る
。
更
新
す
る
金

属
コ
イ
ル
用
熱
処
理
炉
は

従
来
の
ガ
ス
炉
か
ら
電
気

炉
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
、
老
朽
化
に
伴
う
設
備

ト
ラ
ブ
ル
の
事
前
解
消
を

狙
う
と
と
も

に
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
す
る

温
度
で
の
焼

鈍
調
整
が
容

易
に
な
り
、

金
属
の
内
部

組
織
を
よ
り

精
緻
に
整
え

る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

現
在
試
運
転

を
行
っ
て
お

り
、
今
夏
以

降
で
の
稼
働
を
計
画
し
て

い
る
。

ま
た
更
新
す
る
半
田
塗

布
ラ
イ
ン
は
車
載
用
電
子

部
品
向
け
材
料
を
手
掛
け

て
お
り
、
既
存
設
備
に
比

べ
て
精
密
な
加
工
を
実
現

さ
せ
、
今
夏
に
稼
働
開
始

す
る
予
定
だ
。こ
の
ほ
か
、

20
年
で
は
板
状
お
よ
び
帯

状
材
料
の
圧
延
が
可
能
な

受
託
試
験
用
の
多
機
能
・

張
力
圧
延
機
を
改
造
し
、

ロ
ー
ル
自
身
を
加
熱
・
保

持
す
る
こ
と
で
室
温
か
ら

2
0
0
℃
ま
で
の
安
定
し

た
温
度
条
件
下
で
の
張
力

付
加
・
温
間
圧
延
を
可
能

に
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

難
加
工
性
材
料
の
圧
延

や
、
実
機
で
の
圧
延
条
件

の
正
確
な
模
擬
が
可
能
と

な
り
、
材
料
・
プ
ロ
セ
ス

の
開
発
期
間
が
大
き
く
短

縮
さ
れ
る
効
果
が
期
待
で

き
る
。
受
託
試
験
に
も
対

応
し
、
す
で
に
多
く
の
問

い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
、
圧
延
工

場
で
は
エ
ア
コ
ン
を
増
設

し
、
快
適
な
労
働
環
境
を

整
え
る
。

一
方
、
太
陽
光
発
電
設

備
は
工
場
屋
根
に
加
え

て
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に

カ
ー
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、

カ
ー
ポ
ー
ト
屋
根
に
も
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
。「
埼
玉
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
合
理
化
を
進
め
る
」（
谷

口
社
長
）
と
発
電
し
た
電

力
は
自
社
で
活
用
し
、
埼

玉
事
業
所
の
年
間
使
用
電

力
量
7
0
0
万
㌔
㍗
の
う

ち
、
1
0
0
万
㌔
㍗
分
を

補
う
。
21
年
3
月
末
ま
で

に
発
電
を
ス
タ
ー
ト
す
る

計
画
。

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
は

今
期
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
影
響
下
で
従
業
員
の
感

染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止

を
徹
底
し
、
需
要
家
へ
の

製
品
供
給
を
継
続
す
る
と

同
時
に
、
自
動
車
産
業
の

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格

で
あ
る
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｆ
1
6
9

4
9
の
認
証
取
得
を
21
年

下
期
に
定
め
、
20
年
7
月

か
ら
自
主
運
用
を
開
始
す

る
。「
世
界
の
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
の
独
自
製
品
群
は
19
年

12
月
期
売
上
高
で
25
％
を

占
め
た
が
、
50
％
以
上
を

目
指
し
、
ニ
ッ
チ
分
野
で

の
存
在
感
を
飛
躍
的
に
増

し
て
い
く
た
め
、
攻
め
の

手
を
緩
め
な
い
」（
水
谷
徳

次
郎
・
取
締
役
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）

と
し
て
い
る
。

【
上
海
支
局
】
中
国
鉄

鋼
最
大
手
の
宝
武
鋼
鉄
集

団
は
湖
北
省
で
約
2
0
0

億
元（
約
3
0
0
0
億
円
）

を
5
年
内
に
鉄
鋼
生
産
基

地
の
品
質
・
効
率
向
上
や

知
能
化
製
造
な
ど
に
投
じ

る
。
15
日
に
湖
北
省
政
府

と
戦
略
協
力
を
結
び
、
同

社
の
陳
徳
英
董
事
長
が
計

画
を
伝
え
た
。
グ
ル
ー
プ

粗
鋼
の
2
割
強
を
生
産
す

る
湖
北
省
の
鉄
鋼
基
地
の

能
力
を
質
・
量
両
面
で
引

き
上
げ
る
。

傘
下
企
業
に
関
連
し
た

投
資
の
内
訳
は
武
鋼
有
限

の
大
型
工
業
団
地
設
立
1

5
0
億
元
、
鄂
城
鋼
鉄
の

新
知
能
化
工
場
建
設
30
億

元
、
鉱
山
企
業
の
資
源
開

発
・
環
境
対
策
20
億
元
。

省
政
府
と
新
材
料
開
発
や

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な

ど
幅
広
い
領
域
で
協
力
を

進
め
る
。

同
社
は
湖
北
省
に
鉄
鋼

製
造
や
資
源
開
発
、
物
流

サ
ー
ビ
ス
、
工
業
団
地
な

ど
関
係
会
社
80
社
強
を
持

つ
。
19
年
の
グ
ル
ー
プ
粗

鋼
生
産
9
5
2
2
万
㌧
の

う
ち
2
0
1
8
万
㌧
を
同

省
で
生
産
し
た
。

韓
国
は
、
日
本
製
ス
テ

ン
レ
ス
厚
板
の
輸
入
に
対

す
る
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ

（
Ａ
Ｄ
）
課
税
を
延
長
し

た
。
同
国
企
画
財
政
部
が

最
終
判
断
し
、
2
0
2
0

年
6
月
15
日
付
の
同
国
官

報
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

7
月
3
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け

た
後
、正
式
発
効
に
な
る
。

日
本
製
の
ス
テ
ン
レ
ス
厚

板
製
品
（
厚
さ
は
8
㍉
以

上
・
80
㍉
以
下
、
幅
は
1

0
0
0
㍉
以
上
・
3
2
7

0
㍉
以
下
）
に
対
す
る
Ａ

Ｄ
課
税
は
19
年
12
月
で
期

限
を
迎
え
て
い
た
が
、
今

回
の
措
置
で
13
・
17
％
の

Ａ
Ｄ
課
税
率
適
用
を
3
年

延
長
す
る
こ
と
に
な
る
。

韓
国
に
よ
る
日
本
製
ス

テ
ン
レ
ス
厚
板
に
対
す
る

Ａ
Ｄ
課
税
は
11
年
2
月
に

原
審
が
最
終
決
定
し
、
13

・
17
％
の
Ａ
Ｄ
課
税
を
5

年
間
課
し
た
。
韓
国
側
は

15
年
12
月
か
ら
第
1
回
Ａ

Ｄ
課
税
見
直
し
調
査
（
サ

ン
セ
ッ
ト
レ
ビ
ュ
ー
）
を

開
始
し
、
16
年
6
月
に
は

3
年
間
の
課
税
延
長
を
決

定
。
19
年
7
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
第
2
回
サ
ン
セ

ッ
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を

踏
ま
え
、
す
で
に
20
年
3

月
に
は
韓
国
貿
易
委
員
会

（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
）
が
最
終
裁
定

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
Ａ

Ｄ
課
税
延
長
は
実
質
的
に

決
ま
っ
て
い
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｃ

で
は
延
長
す
る
期
間
を
5

年
と
し
て
い
た
も
の
の
、

同
国
企
画
財
政
部
は
3
年

に
決
め
た
よ
う
だ
。

3
月
の
Ｋ
Ｔ
Ｃ
最
終
裁

定
を
受
け
て
、
特
殊
鋼
倶

楽
部
と
ス
テ
ン
レ
ス
協
会

は
、
同
23
日
に
「
ア
ン
チ

ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
を
継
続

す
る
判
断
を
下
し
た
こ
と

は
、
不
当
か
つ
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
」
な
ど
と
の
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い

る
。

き
ょ
う
6
月
18
日
は
海
外
移
住
の

日
。
1
9
0
8
年
の
同
日
、
本
格
的
な

海
外
移
住
の
第
一
陣
で
あ
る
7
8
1
人

を
乗
せ
た
笠
戸
丸
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
ト
ス
港
に
到
着
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
66
年
に
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
が
制
定
し
た
も
の
▼
1
8
9
5
年
に
締
結

さ
れ
た
日
伯
修
好
通
商
航
海
条
約
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
欧
米
に
な
ら
っ
て
行
っ
た
奴
隷
解
放
に

よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
労
働
力
不
足
が
生
じ
た
こ
と

が
原
因
だ
っ
た
。
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
に
大
き
く

貢
献
し
た
の
が
、
皇
国
殖
民
合
資
会
社
を
創
立
し

た
水
野
龍
（
み
ず
の
・
り
ょ
う
）
▼
土
佐
藩
士
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
水
野
は
後
藤
象
二
郎
と
も

親
交
が
あ
り
、
第
1
回
の
移
民
船
と
な
っ
た
笠
戸

丸
に
も
乗
船
し
た
。
た
だ
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
は
コ
ー

ヒ
ー
園
へ
の
定
着
を
求
め
た
が
、
結
果
的
に
全
渡

航
者
の
4
分
の
1
し
か
定
着
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
各
方
面
か
ら
批
判
を
受
け
る
事
態
に
▼
そ

の
後
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
改
善
し
、
日
本
移
民

へ
の
評
価
は
高
ま
っ
た
。
以
来
、
1
0
0
年
間
で

13
万
人
の
日
本
人
が
移
住
し
、
世
界
最
大
の
日
系

人
居
住
地
を
形
成
す
る
に
至
る
。
34
年
に
勲
六
等

単
光
旭
日
章
を
受
章
す
る
が
、
先
人
た
ち
の
苦
労

が
し
の
ば
れ
る
。

現地16日 38.38 ⬆
■中国輸入鉄鉱石湾岸価格

現地16日 103.05 ⬆
■中国先物市場（中心限月）

異形棒鋼 3592 ⬇
熱延鋼板 3554 ⬇
原料炭 1177.5 ⬆

（現地16日、単位：元）

（CISA、単位：ドル）

（単位：ドル）

ききょょううのの非非鉄鉄
新制度いまだ公示なく

10
面

中国が非鉄スクラップの輸入制
度を大幅に改正する7月1日まで2
週間となったが、通関時に必要な
ＨＳコードや手続き方法といった
詳細が未だに発表されていない。

ききょょううのの鉄鉄
日本以上に需要減深刻 2

面非常事態宣言下のタイ
高炉3社が技術開発 3

面ゼロカーボン・スチール
工場増設し稼働開始 4

面北陸鉄鋼センター

中 国

「原料高・鋼材安」長期化の懸念

鉄
鋼
投
資
額
、春
に
急
増

政府の大型景気対策期待政府の大型景気対策期待

能力置換策を利用し新製鉄所を続々建設
（河北省・縦横鋼鉄の臨海製鉄所）

20年に改造が完了した多機能・張力圧延機

2020.6.18
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